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（ 2 0 1 0 年 2 月 2 4 日 ）第 1 8 4 0 回 例 会 報 告

寛容の心で奉仕をしよう

2 0 0 9 - 1 0 年度 国際ロータリーテー

第 3８ 代 ク ラ ブ 会 長 比 留 間 一 康

ロータリーの未来はあなたの手の中に

2 0 0 9 - 1 0 年度 ガバナー 多田 宏

第１８４１回

例 会
次回例会案内 【 3月10日（水 ） 】

全員クラブ協議会

本 日 の 例 会

多摩分区 I・Ｍ

3 月は識字率向上月間です。

点 鐘 （ 比留間 一康 会長 ）

会務報告 （ 比留間 一康 会長 ）

来客紹介 （ 比留間 一康 会長 ）

○ゲスト
吉野 茂久 様（卓話講師）

○ROTARY WORLD 2010年1月 が届いています。

○環境保全委員会より「地球環境を守ろう」
のタスキ 再度購入の依頼が届いています。

・環境保全に関するアンケートの結果分析の
報告が届いています。

○ロータリークリアランド募金ボックス本年
度最終開箱の集計は5月20日(木)となります。

○地区大会での社会貢献実績の礼状が届いて
います。
分 区 225,579円
クラブテレカ 40,486円

○バギオ基金から、領収書が届いています。
（卓話者の謝礼も基金に入金して頂いてい
ます。）

○拓大一高より卒業式の案内を頂きました。
（3/3で I・M と重なるため欠席）

司 会 野島 征 副ＳＡＡ（会場運営委員）

出席報告 （ 宮﨑 茂夫 会場運営委員長 ）

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

35名 24名 72.73％ な し

○事前メークアップ
藤野 豊 会員（米山奨学生 終了式）

○出席免除会員
渡辺 俊晴 会員 比留間 昭三 会員

幹事報告 （ 比留間 孝司 幹事 ）

○ロータリーレート 3月 1ドル90円

○例会変更
・ワセダＲＣ 3月24日→移動例会

○地区大会 会場忘れ物、めがね 2点

○3/3 I・M の振替例会出席の依頼

斉 唱 日も風も星も

卓 話

「オバマ大統領の人間、
思想、政策、実践」

講師：吉野 茂久 様



◇ 例 会 場 西 武 信 用 金 庫 ・ 村 山 支 店 ２ 階
〒208-0004 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １－ １

◇ 例 会 日 毎 週 水 曜 日 １２：３０～１３：３０
◇ クラブ事務局
〒208-0004 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １－ １
T E L 0 4 2 (5 2 0 ) 3 2 5 1 F AX 0 4 2 (5 2 0 ) 3 2 5 2
Ｅメールアドレス ｔ－ｍｍｒｃ＠ｃ ｒｅ ｓｔ . ｏ ｃ ｎ . ｎｅ . ｊ ｐ

◇ 創 立 1972年7月8日 ◇ 承 認 1972年7月20日
◇ス ポ ン サ ー ク ラ ブ 東 京 立 川 ロ ー タ リー ク ラ ブ
◎ 会 長 比留間 一康 ◎ 幹 事 比留間 孝司
○ 副会長 峯岸 一郎 ○ 副幹事 野島 征
□ 会報雑誌委員長 原田 友義 副委員長 倉内 淳

委 員 高山 晃一 波多野 晃夫 北島 栄

比留間一康会員⇒本日の卓話講師の吉野茂久様よろしくお願いします。
比留間孝司会員⇒吉野茂久様には、本日の卓話をよろしくお願い申しあげます。2年目のオバマ政権は「内向き」でしょう

か？それとも「外向き」になるのでしょうか？
＊2/16、17両日の地区大会には、会員の皆さんには両日にわたりご参加頂きお疲れ様でした。

波多野稔会員⇒吉野先生には大変お忙しいところ、クラブの為に榎本会員のご紹介ですばらしいお話が伺えることと存じま
す。どうぞよろしくお願い申し上げます。早退させて頂きます。

◆ 今回計 １５,０００円 累 計１,２３１,８１５円

ニコニコＢＯＸ （ 倉内 淳 親睦委員 ）

委員会報告

○国際奉仕委員会 網代 雅男 副委員長
財団、米山功労金の寄付の依頼。

○クラブ会報 原田 友義 委員長
週報1838回分の訂正。ニコニコＢＯＸ 比留間一康会員⇒比留間市郎会員

○親睦委員会 清水 高彦 委員長
4/25(日)～4/26(月) 実施の親睦旅行会について

卓 話

「 オ バ マ 大 統 領 の 人 間、 思 想、 政 策、 実 践 」 講師：吉野 茂久 様

～ 講師略歴 ～
＜学 歴＞

昭和35年 東京外国語大学 スペイン語科卒業
＜職 歴＞

ソニー株式会社外国部で海外マーケティングに従事、富士通株式会社技術部門で翻訳グループリーダー、
フリーでビジネスおよび技術文書の翻訳に従事、(社)日本翻訳協会 試験委員、
バベル翻訳外語学院 実務翻訳講師、バベル翻訳大学院 (ＵＳＡ)プロフェッサー

1.オバマ大統領 生い立ち
・米国人の母とケニア人の父との子

父は経済学者。母も人類学を教える
・母の再婚先のジャカルタに4年
・祖父母とハワイに住み、高校を卒業

2.学歴
・ハーバード大法科大学院優等卒業
・在学時ハーバードビジネスレビュー誌 編集長

3.仕事歴
・シカゴで黒人社会のコミュニティオルガナイザー

活動を約10年。 ・併せてシカゴ市黒人市長や
教会牧師から学ぶ。 ・公益専門の法律事務所
で働き、社会派弁護士として黒人社会をサポー
ト ・シカゴ法科大学院で憲法を講義。

・イリノイ州議会上院議員8年
・連邦上院議員4年 ケネデイ10年 ヒラリー6年

4.人間性
・正直、公正、率直-カンサスの白人中流階級の

価値観を母から学ぶ。
・学問熱と勇気-ケニアの奨学資金でハワイ、ハー

バード留学の父を受け継ぐ。
・「希望という勇気」(Audacity of Hope)と提唱

し実践する。
・公共空間での市民の向上とその責任のあり方
への情熱と実践。
・感情に捕らわれない広い深い洞察と、慎重で
且つ大胆、人心に訴える言葉と行動。

5.知能
・高い知能 ・深い学問 ・読書家 ・演説の名手
（論理、情緒、人格、修辞共に優れる）

6.思想
・建国精神と米国人の徳性の復活を説く。・新
たな責任の時代、つまり国家に対する国民一 人
一人の義務と責任を説く⇔日本人との比較。

7.政策 就任演説の内容と一年後の現在の実際
・イラク、アフガニスタン問題 ・核問題
・環境問題 ・失業問題 ・企業救済と産業振興
・医療保険 ・金融界破綻の救済と新たな規制

8.演説の特徴
・ロゴス論理、パトス情緒、エトス倫理の融合
とその場による見事な使い分け。
・抽象表現とその具体的展開の旨さ⇔やや概念
的なケネディ演説との比較。

9.オバマから日本人が学ぶべきこと
・土着的な日本人は、移民的な米国民にオバマ
の説く米国民の義務責任を学ぶ。
・オバマのコミュニティ活動-草の根運動-を日

本人個々人が身近で実行する。
・米歴史に通低する米国魂 Yes We Can の様に、

日本人もその魂を歴史から発見し学習。
・オバマは「我々はよくやったと子や孫に言わ
れるように今頑張ろう」と言う。

私達も日本の優れた歴史や徳性を発見し、実行し、
後世代に引き継ごう。


